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エグゼクティブ・サマリー
本書は、年商5〜50億円規模の地場ゼネコン・工務店を念頭に、「建築積算AIエージェント」を
実務に組み込む際の判断軸・導入ステップ・落とし穴を整理した実務ガイドです。一級建築士／
建築積算士の知見と、SOKO LIFEがGCP/Vertex AI上で構築した積算AIの設計思想を、現場で使え
る形に落とし込んでいます。

本書のゴール
「自社の積算業務のどの工程に、どんなAIを、どの順番で導入すべきか」が判断できる状態を作
る。

目次
• 第1章  建設業の積算業務が抱える4つの構造課題
• 第2章  建築積算AIエージェントとは
• 第3章  従来手法 vs 積算AI 比較
• 第4章  導入の流れと期間（12週間モデル）
• 第5章  地域別の建設市況対応
• 第6章  失敗パターンと回避策
• 第7章  SOKO LIFE 建築積算AI の受託モデル
• 第8章  社内検討用チェックリスト



第1章  建設業の積算業務が抱える4つの構造課題
建設業の積算は「設計図書を読み取り、数量を拾い、単価を当て、原価と利益を組む」という
多段工程です。中小規模の建設会社・工務店では、この工程がベテラン1〜2名に集中し、属
人化と工期遅延の温床になっています。

• ① 工程の属人化：「あの人にしか分からない」工事種別がある。
• ② 単価データの非統合：協力会社見積、過去案件、市況データが別々のExcelに散在。
• ③ 改修案件の見積差し戻し：図面変更ごとに数量拾いをやり直すコスト。
• ④ 若手の参入障壁：紙図面と電卓文化から脱却できず、若手が定着しない。

結論先出し（PREP）
積算AIは「人間の積算士を置き換える」のではなく、ベテランの判断をデータ化し、若手でもベ
テラン水準の初版見積を3〜5倍速で出せる体制をつくる。

第2章  建築積算AIエージェントとは
建築積算AIエージェントとは、設計図書（PDF/DWG）や仕様書を読み込み、過去案
件・協力会社単価・市況データを参照しながら、初版の概算見積〜実行予算案を自動
生成するAIです。SOKO LIFEの実装では、GCP上のVertex AI（Gemini）を中核に、図面
OCR・数量拾いAI・単価ナレッジベース・原価エンジンを組み合わせています。

主要モジュール
• 図面OCR：PDF/紙図面から寸法・部材記号を読み取る。
• 数量拾いAI：床・壁・天井・建具・設備をBOQ（Bill of Quantities）形式で出力。
• 単価ナレッジ：自社過去案件＋協力会社見積＋市況指数を統合。
• 原価エンジン：粗利率・経費率・地域係数を反映した実行予算案を生成。
• レビュー画面：人間の積算士が「AIの根拠」を確認しながら最終承認できる。

第3章  従来手法 vs 積算AI 比較

観点 従来手法（属人型） 建築積算AI

初版見積の所要時間 5〜10営業日 半日〜1営業日

見積差し戻し対応 都度フル再計算 差分のみ再計算

単価データの参照 ベテランの記憶 + 個別Excel 統合ナレッジから即時参照

若手育成 3〜5年でやっと初版 6か月で初版を担当可

属人化リスク 高（退職で機能停止） 低（判断基準がデータ化）

工程透明性 ブラックボックス 根拠データが残り監査可能



注意
AIは万能ではない。最終判断は積算士・現場代理人が行う。AIは「叩き台を3〜5倍速で出す」こ
とに価値がある。

第4章  導入の
流れと期間
（12週間モデ
ル）
• Week 1-2：現状診断
（積算工程・既存
Excel・協力会社単価の
棚卸し）
• Week 3-4：データ整
備（過去3年分の見積
データを構造化）
• Week 5-8：AI構築
（図面OCR、数量拾
い、単価ナレッジ、原
価エンジン）
• Week 9-10：実案件パ
イロット（1〜2件の実
案件でAIと積算士を並
走）
• Week 11-12：本番運
用切替、月次精度レ
ビュー体制構築

導入時に必要な社
内体制
• プロジェクトオー
ナー：経営者または積
算部門長（意思決定権
限あり）
• 実務担当：積算士1名
＋現場経験者1名（AI
のレビューと検証）
• IT担当：必須ではな
い（SOKO LIFEがGCP
環境ごと受託運用）



第5章  地域別の建設市況対応
AI積算は「全国一律のロジック」では精度が出ません。地域ごとに労務単価・資材輸送費・気
候要因・主要工事種別が異なるためです。SOKO LIFE は各都道府県の市況データを学習させ、
地域別の単価係数を内蔵しています。

地域 考慮すべき主要要因 積算AIでの調整ポイント

北海道 寒冷地仕様、輸送費、雪害対
策

断熱・暖房・基礎の係数強化

東北（宮城ほか） 震災復興、公共工事比率 復興単価・労務逼迫の係数

首都圏 大規模再開発、人件費高 高層・地下・夜間工事係数

中部（愛知） 工場・自動車関連施設 プラント・物流倉庫の係数

近畿（大阪） 万博・再開発、観光関連 商業施設・ホテルの係数

中国・四国 島しょ部輸送、観光別荘 輸送費・小規模分散の係数

九州（福岡） 半導体・港湾、観光 工場・ホテルの係数

第6章  失敗パ
ターンと回避策

よくある失敗 原因 回避策

AIの数値を鵜呑みにする レビュー工程が形骸化 AI根拠の表示と承認フロー必
須

過去データが汚くて学習でき
ない

見積Excelの様式が案件ごと別 構造化テンプレへの統合が先

協力会社の単価が反映されな
い

最新見積を取り込む仕組みが
ない

見積差し替えフローを自動化

積算士が「自分の仕事が奪わ
れる」と抵抗

導入意図の説明不足 叩き台生成補助という位置付
け徹底

導入後に精度が落ちる 市況変化を学習し続けていな
い

月次の単価チューニング体制



第7章  SOKO LIFE 建築積算AI の受託モデル
SOKO LIFEは「AIツールのライセンス販売」ではなく、御社専用にカスタマイズした積算AIを
GCP上に構築し、月次運用までセットで受託します。建設会社側で必要なのは「過去見積デー
タの提供」と「積算士による月次レビュー」の2点のみで、IT人材は不要です。

料金モデル
初期費用：200〜500万円／月額：10〜30万円（案件規模・地域数による）。詳細は無料相談で
見積りします。

第8章  社内検討用チェックリスト
• □ 直近3年分の見積データが電子化されているか。
• □ 協力会社の単価表が「最新版」と「過去版」で管理されているか。
• □ 図面はDWG/PDFで蓄積されているか、紙のみか。
• □ 積算工程に明文化された手順書があるか。
• □ 積算部門に「AIで叩き台を出す」ことへの心理的抵抗があるか。
• □ 経営層が「初版見積のリードタイム短縮」を経営課題と認識しているか。
• □ 地域固有の単価係数（寒冷地・離島など）を社内に蓄積しているか。
• □ 月次で単価・市況をアップデートする責任者が決まっているか。



まずは無料相談から
御社の積算工程・既存データを踏まえた、AI導入の優先順位と
概算見積を、2営業日以内にメールでお渡しします。

Web : https://sokolife-dx.jp/service/construction-estimate/
Mail : contact@sokolife.net

SOKO LIFE TECHNOLOGY 株式会社
岩手県紫波郡紫波町山屋字山口125
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